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第３１節 災害時に関する備蓄計画       

  

発災からの３日間における被災者の生命維持に最低限必要な物資等の備蓄は、本計画の定める

ところによる。 

 

１ 基本的な考え方 
「自らの身の安全は自らが守る。」という防災の基本理念に鑑み、住民等は日頃から、被災直

後に必要な物資を備えておくことが必要である。そのため、住民がそれぞれに３日分程度（推奨

一週間分）の食料、生活品等を備えるとともに、避難する際には備蓄品を持参することが重要で

あることを避難訓練や講習会等でお願いしているところである。 

しかしながら、町においては、震災時に家屋の倒壊、焼失等により、備蓄品を持ち出せなかっ

た避難者のために、必要最小限の食料及び生活必需品を備蓄しておく必要がある。 

この際、無駄のない備蓄品の購入に努めるとともに、要配慮者（乳幼児、アレルギー要対応者、

高齢者等）に配慮した食料品及び感染症対策用品（マスク、消毒液等の他、職員用感染防護資材）

等の備蓄も重要である。 

 

２ 備蓄物資の対象者及び対象者数 
(1) 対象者 

備蓄物資数量算定には本町の居住者数を基準としているが、事態生起時における備蓄物資

提供の対象は本町の居住者に限定することなく、当時の避難者全員とする。 

(2) 対象者数 

本町には約2,600人の住民が居住しているが、避難情報が発令された際に、３日分の食料等

を持参して避難することを原則としており、平成21年度作成の耐震改修促進計画において想

定した地震による建築物の被害割合が39.9％であることから、４割（約1,040人）が避難する

ことを想定する。 

(3) 備蓄数量 

町民の４割が避難するとして、地震等の緊急性の高い災害時には、非常持出品の持参率が

低いことが予想されるが、町内食料品店等の食糧品を考慮し、避難者のうち４割分を備蓄す

る。 

 

３ 公的備蓄品の計画品目及び目標確保数量 
(1) 食料 

品 目 対象年齢 
対象人数 

(避難者の4割) 
算出内容 目標確保数 

保存 

期間 

液体ミルク 0歳 
20人×4割×4割 

≒3人 

3人×7缶(7回/日) 

×3日＝63缶 

72缶 

(24缶/箱×3) 
1年 

アルファ米 

(おかゆ) 
1～2歳 

35人×4割×4割 

≒6人 

6人×2食×3日 

＝36食 

50食 

(50食/箱×1) 
5年 

アルファ米 

(五目ご飯等) 
3歳以上 

2,545人×4割×4割 

≒407人 

407人×2食×3日 

＝2,442食 

※高齢者用に 

おかゆ550食含む 

2,450食 

(50食×49箱) 
5年 

パンの缶詰 1歳以上 
2,580人×4割×4割 

≒413人 

413人×1食×3日 

＝1,239食 

1,248食 

(24食×52箱) 
5年 

飲料水 

(約500㎖/本) 
全員 

2,600人×4割×4割 

≒416人 

416人×4本×3日 

＝4,992本 

4,992本 

(24本×208箱) 
5年 

軽食（えいよ

うかん、ビス

コ等） 

全員 

(0 歳 除

く) 

2,580人×4割×4割 

≒413人 

413人×1個 

＝413個 

420個 

(20個×21箱) 
5年 
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(2) 生活需要品 

品 目 対象年齢 
対象人数 

(対象の4割) 
算出内容 目標確保数 

保存 

期間 

毛布 全員 
2,600人×4割 

=1,040人 
1,040枚→1人2枚 2,080枚 - 

マット 全員 
2,600人×4割 

=1,040人 
1,040枚 1,040枚 - 

紙おむつ 

(乳幼児用) 
0～2歳 50人×4割=20人  

1人当たり1パック 

・Sｻｲｽﾞ78枚 

・Mｻｲｽﾞ63枚 

・Lｻｲｽﾞ54枚 

21ﾊﾟｯｸ 

各ｻｲｽﾞ7ﾊﾟｯｸ 

※ 

3～5

年 
紙おむつ 

(高齢者用) 
75歳以上 

在 宅 高 齢 者 を 対 象

として50人 

※社協事業23人(低所

得者支援) 

1人当たり2パック 

・Mｻｲｽﾞ63枚 

・Lｻｲｽﾞ54枚 

100ﾊﾟｯｸ 

・Mｻｲｽﾞ40P 

・Lｻｲｽﾞ60P 

生理用品 
女 性 (10 ～

54歳) 

604人×4割 

≒242人 

1人当たり1パック 

(30枚) 
245ﾊﾟｯｸ 

ほ乳瓶 0～1歳 35人 
1日7回×35人 

＝175個 

245個 

(5個×49ｾｯﾄ) 
- 

 ※紙おむつ等の使用期限は、保管状況により長短あり。 

 

(3) 避難所資機材 

品  目 内  訳 保有数 目標確保数 

石油ストーブ 15避難所 30台、本庁舎 6台 36台 36台 

発電機（LPガス） 15避難所 15台、本庁舎 1台 16台 15台 

照明器（LEDﾗｲﾄ） 15避難所 15台、本庁舎 6台 21台  21台 

レスキュ－セット 16避難所 16台 16台  16台 

車椅子 

5避難所(町民ｾﾝﾀｰ×3、しりべし学園分校

×2、総合体育館×2、白井川ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ×

1、中ノ川集会所×1) 

9台  9台 

ヘルメット 16避難所 32個  32個  32個 

 

４ 計画期間 
食料及び生活需要品等の備蓄は、令和 2 年度から基本 4 年間保存（5 年目更新）で行うことと

する。基本的には、各年度において保存期間を考慮しながら、予算の範囲内で均等に年次的に備

蓄する。また、保存期間が 1 年を切った食料等は、地域での避難訓練や自主防災組織の研修等で

配布する他、災害対応関係者（ボランティア除く。）用の非常食等とする。 

 

５ 管理施設 

食料及び生活需要品等は、以下の施設において管理する。 

 ①総合体育館（１Ｆ備蓄庫、２Ｆ倉庫）       ：非常用食料、長期保存水等 

 ②農協倉庫                    ：毛布、アルミマット、パーテーション 

                           非常用食料、長期保存水等 

 ③本庁舎防災備蓄庫                ：感染症対策物品等 

 ④水防倉庫                    ：水防資材、簡易トイレ 

 ⑤大成地区生涯学習館               ：避難所用物品全般（食料・水除く。） 

 ⑥各指定避難所（総合体育館及び町民センター除く。）：非常用食料、長期保存水等 

 ⑦学校給食センター                ：非常用食料、長期保存水等
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別紙 

備蓄品更新・購入計画 

 

 

                  ※1 現在数は、令和５年４月時点の保管数 

                  ※2 保管状態により変動 

                  ※3 パンの缶詰は、主食１食分として計算 

 

 

 

品 目 目標確保数 
現在数 

※1 
保存期間 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 備 考 

1 液体ミルク 72缶 72缶 1年 
72缶 

(3箱) 

72缶 

(3箱) 

72缶 

(3箱) 

72缶 

(3箱) 

72缶 

(3箱) 
 

2 
アルファ米 

(おかゆ等) 

幼児用 50食 50食 

5年 

300食 

(6箱) 

100食 

(2箱) 

150食 

(3箱) 

50食 

(1箱) 

300食 

(6箱) 
 

高齢者用 550食 350食 

3 
アルファ米 

(五目ご飯等) 
1,900食 2,100食 

550食 

(11箱) 

688食 

(29箱) 

700食 

(14箱) 

50食 

(1箱) 

500食 

(10箱) 
 

4 パンの缶詰 1,248食 1,344食 
744食 

(31箱) 

303食 

(13箱) 

 216食 

(9箱) 

744食 

(31箱) 
※3 

5 飲料水 4,992本 5,376本 
1,080本 

(45箱) 

888本 

(37箱) 

888本 

(37箱) 

2,136本 

(89箱) 

1,080本 

(45箱) 
 

6 軽食(ようかん等) 420食 455食 59食 226食 140食  60食  

7 毛布 2,080枚 1,120枚 なし 80枚  100枚 100枚 100枚  

8 マット 1,040枚 864枚 なし 160枚  160枚 16枚   

9 紙おむつ(乳幼児用) 21ﾊﾟｯｸ 21ﾊﾟｯｸ 
3～5年 

※2 

3ﾊﾟｯｸ 3ﾊﾟｯｸ 6ﾊﾟｯｸ 9ﾊﾟｯｸ 3ﾊﾟｯｸ  

10 紙おむつ(高齢者用) 100ﾊﾟｯｸ 87ﾊﾟｯｸ 29ﾊﾟｯｸ 17ﾊﾟｯｸ 25ﾊﾟｯｸ 29ﾊﾟｯｸ 29ﾊﾟｯｸ  

11 生理用品 245ﾊﾟｯｸ 210ﾊﾟｯｸ 60ﾊﾟｯｸ 65ﾊﾟｯｸ 60ﾊﾟｯｸ 60ﾊﾟｯｸ 60ﾊﾟｯｸ  

12 ほ乳瓶 245個 245個 なし 20個      


